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南
知
多
町
を
子
育
て
し
や
す
い
町
に

南
知
多
町
の
保
育
・
小
中
学
校
の
給
食
費
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
っ
た
令
和
２
年
に
６
ヶ
月
の
無
償
化
が

コ
ロ
ナ
臨
時
創
生
交
付
金
等
を
利
用
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
度
は
、
９
ヶ
月
（
２
０
２
２
年
７

月
～
２
０
２
３
年
３
月
）
の
保
育
園
・
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
町
長
の
子
ど
も
応

援
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
決
断
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
給
食
費
無
償
化
の
町
、
南
知
多
町
を
継
続

す
る
施
策
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

発行

義
務
教
育
は
無
償

給
食
費
無
償
化
は
国
の
責
任

町
長
選
挙
の
政
策
に

学
校
給
食
・
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
を
！

政
府
は
、
「
子
ど
も
家
庭
庁
」
創
設
に

伴
い
、
国
の
子
ど
も
関
連
予
算
を
倍
増
さ

せ
て
い
く
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
野
田
聖
子
少
子
化
相
（
当
時
）
は
、

現
在
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
・
７
％
（
約
９
兆
円
）

の
子
ど
も
関
連
予
算
を
「
フ
ラ
ン
ス
並
み
」

の
「
３
％
」
（
約
16
兆
円
）
に
引
き
上
げ

る
必
要
が
あ
る
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

（
日
経
新
聞
２
０
２
１
年
10
月
15
日
）

家
庭
予
算
も
教
育
予
算
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平
均
以
下
で
、
高
学

費
、
多
人
数
学
級
、
劣
悪
な
保
育
条
件
、

子
ど
も
の
貧
困
な
ど
が
改
善
さ
れ
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
給
食
費
無
償
化
は

０
・
５
兆
円
程
度
の
財
源
で
実
現
で
き
ま

す
。
政
府
が
本
気
で
子
ど
も
関
連
予
算
を

７
兆
円
～
８
兆
円
増
や

す
な
ら
す
ぐ
で
き
ま
す
。

歴
代
の
自
民
党
政
権
は

軍
事
費
を
増
大
さ
せ
る

一
方
で
、
自
己
責
任
論

を
ふ
り
ま
き
、
子
育
て

軍
事
費
増
大
よ
り

子
ど
も
支
援
に
財
源
を
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<川柳コーナー>

日
本
中
、
サ
ッ
カ
ー
の
勝
利
に
沸
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
隙
に
、
自
民
党
は
平
和
の
党
の
は
ず
の

公
明
党
を
丸
め
込
み
、
大
軍
拡
へ
の
道
を
着
々
と

進
め
て
い
る
。
平
和
憲
法
を
も
つ
日
本
が
戦
争
へ

と
踏
み
出
す
、
国
民
は
も
っ
と
怒
ら
な
く
て
は
！

戦
争
に
な
っ
て
は
サ
ッ
カ
ー
は
で
き
な
い
の
だ
。

サ
ッ
カ
ー
で
浮
か
れ
る
隙
に
軍
拡
が

憲
法
26
条
で
は
「
義
務
教
育
の
無
償
」

と
な
っ
て
お
り
、
本
来
、
給
食
費
の
無
償

化
も
国
と
し
て
実
施
す
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
給
食
費
は
、
地
方
自
治
体
の
負
担
区

分
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
会
で
は
、

学
校
給
食
法
11
条
は
「
自
治
体
の
判
断
で

全
額
補
助
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
」

こ
と
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
は
８
割
を
超
え
る
自
治

体
が
創
生
交
付
金
で
軽
減
実
施
を
し
て
い

ま
す
。
小
中
学
校
と
も
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
の
は
全
体
の
４
・
４
％
の
76
自
治

体
で
す
。
（
２
０
１
７
年
文
科
省
）

愛
知
県
で
は
、
豊
根
村
が
完
全
無
償
化

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
他
市
町
で
も
、
半

額
補
助
・
30
円
補
助
・
１
か
月
の
補
助
、

第
３
子
無
償
化
等
で
保
護
者
を
応
援
す
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

南
知
多
町
の
無
償
化
は
、
保
・
小
・
中

で
年
間
約
７
千
万
円
で
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

町
長
選
挙
の
政
策
に
お
い
て
、
無
償
化
継

続
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

(師崎から見たダイヤモンド富士)

世
代
の
働
く
ル
ー
ル
を
大
き
く
壊
し
、
低

賃
金
で
働
く
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
を
ふ

や
し
、
社
会
保
障
を
削
減
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
子
ど
も
子
育
て
政
策

日
本
共
産
党
は
、
全
国
各
地
で
、
子
ど

も
子
育
て
政
策
の
充
実
の
た
め
に
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

●
産
前
・
産
後
の
サ
ポ
ー
ト

●
子
ど
も
の
い
る
家
庭
へ
の
自
治
体
独
自

の
給
付
金

●
子
ど
も
の
国
保
均
等
割
の
減
額

●
就
学
援
助
の
認
定
基
準
の
引
き
上
げ
や

拡
充

●
少
人
数
学
級
、
学
童
保
育
、
保
育
所
の

拡
充
、
病
児
保
育
、
特
別
支
援
学
校
の

拡
充
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
の

放
課
後
支
援
、
学
校
統
廃
合
中
止

他
に
も
、
公
立
保
育
所
の
民
営
化
中
止
、

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
通
学
費
補
助
、

生
理
用
品
の
ト
イ
レ
へ
の
設
置
、
私
立
大

生
へ
の
１
人
３
万
円
の
補
助
、
理
不
尽
な

校
則
の
見
直
し
、
「
子
ど
も
権
利
条
約
」

を
学
ぶ
冊
子
の
全
小
中
学
校
へ
の
配
布
、

エ
ア
コ
ン
設
置
等
、
様
々
な
政
策
が
実
現

し
て
い
ま
す
。

（
裏
面
参
照
）

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
へ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
廃
止
を

子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
医

療
費
無
料
化
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、
国
が
国

保
の
負
担
金
を
減
額
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。

南
知
多
町
で
も
、
県
で
統
一
さ
れ
る
前
の
国

保
負
担
金
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
国
か
ら
約

２
３
０
０
万
円
（
２
０
１
８
年
）
の
削
減
が
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
県
全
体
と
し
て
、

15
・
７
％
程
度
減
ら
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と

の
こ
と
で
す
。

運
動
に
よ
っ
て
、
２
０

１
８
年
度
か
ら
就
学
前
児

童
に
か
か
わ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
自
治

体
で
医
療
費
助
成
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
「
中
学
校
卒
業
ま
で
」
の
助
成
・
無

料
化
も
全
国
95
％
の
自
治
体
で
実
現
し
て
い
ま

す
。
全
国
知
事
会
や
医
療
団
体
は
、
国
に
よ
る

子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の
実
現
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
年
代
で
国
庫
負
担
減
額
措
置
の
廃
止

を
求
め
て
い
ま
す
。
不
当
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は

や
め
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
石
黒
町
長
も
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
廃
止
に
向
け
て
国
に
働
き
か
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。


